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　本研究は，小学生における食習慣と栄養知識との関連を明確にすることを目的とした．2004 年に二つの小学校で，
３年生から６年生の男児 458 名と女児 443 名，合計 901 名を対象にアンケート調査を行った．分析方法では，累積
ロジスティック回帰分析を行い，オッズ比と 95％信頼区間を求めた．その結果，好ましい食習慣がある児童は，規
則正しくない食習慣がある児童より栄養知識得点が高くなる傾向がみられた．さらに，朝食を毎日摂取する児童は，
欠食する児童と比べ，栄養知識得点が高くなることがオッズ比で示された．今回の調査を通して，朝食の摂取と栄養
知識得点との関連をオッズ比で量的に明確にすることができた．食習慣は児童の生活において大切な位置を占めてい
る．栄養知識の教育を通して，食習慣を改善することが可能であることが示唆された．

緒　　言
　「健康日本 21」では，食習慣が重要な位置づけとなっ
ている 1）．それは，食習慣が近年増加している生活習慣
病の一因と考えられているためである．従来成人期で
発症する生活習慣病は，現在児童でも問題となってい
る 2, 3）．食習慣を形成する時期である児童に行う効果的
な予防施策を探る研究がとりわけ必要である．児童の食
習慣は生活環境や生活リズムの変化など様々な要因に影
響され，食習慣が栄養知識と関連しているならば，栄養
知識の教育を通して食習慣を改善することが可能である
と考えられる．小学生における食習慣と栄養知識との関
連を明らかにすることを本研究の目的とした．
　食習慣には食事の回数や食物の嗜好など多様なことが
含まれているが，本研究では朝食の欠食の有無及び間食
の摂取頻度に注目した．朝食の摂取の現状については，
日本の小学生に欠食者数が高い割合でみられ 4-6），外国
でも欠食者数が増加しているという報告 7, 8）がある．朝
食を欠食することは，児童の成長や学業成績に悪影響を
与えると報告されている 9-11）．また，望ましくない食習
慣を改善するための行動変容のプログラムが開発され，
栄養知識は規則正しい食行動を形成するための動機づけ
に関わりの深い要因と位置づけられている 12）．しかし，
朝食の欠食が栄養知識と関連しているかどうかについ
て，まだ量的に確認されていない．

　間食については，児童の身体へ与える影響に関する報
告の示された結果に矛盾がみられる．日本の小学校では
高学年の肥満と高頻度の間食とは関連があるとする報
告 13）もあるが，逆に，アメリカでの研究によると，間
食と肥満指数の変化とは関連していないという報告 14）

もある．さらに，栄養の質を高める役割があるという主
張 15）もみられる．
　以上のように，食習慣の現状及び食習慣が健康へ与え
る影響に関する報告は多数あるが，食習慣と栄養知識と
の関連については，明確に確認されていないのが現状で
ある．

対象・方法
　Ｈ市にある二つの小学校で，2004 年 11 月に全学年の
児童を対象に無記名式アンケート調査を行った．１年生
と２年生には食習慣を中心とした簡易版の質問紙を用
い，３年生から６年生には食習慣と栄養知識を中心とし
た質問紙を用いた．本研究では３年生から６年生の児童
のデータを利用し，食習慣と栄養知識との関連を分析し
た．
　本研究において，食習慣に関しては，朝食の欠食の有
無，間食の摂取の頻度を意味し，栄養知識に関しては，
18 食品に含まれている栄養素の主な働きを意味した．
朝食の設問は「あなたは，毎日朝食を食べますか」であ
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り，選択肢は「いつも食べる」，「食べる方が多い」，「食
べる方が少ない」及び「まったく食べない」であった．
間食の設問は「あなたは，学校から帰ってから夕食まで
におやつを食べますか」であり，選択肢は「ほとんど毎
日食べる」，「時々」及び「ほとんど食べない」であった．
栄養知識の設問に関しては，「主に熱や力となるものは
黄色の食品，主に体の中で血や肉となるものは赤色の食
品，主に体の調子をととのえるものは緑の食品」を提示
し，「ごはん，にく，牛乳，にんじん，ほうれん草」な
どの 18 食品に含まれている栄養素の主な働きをこれら
の３色食品群に当てはめてもらった．正しい答えであれ
ば，点数は１点とし，間違った答えは０点とした．
　分析方法は，性差については Mann-Whitney のＵ検定
により検討し，学年の差については Kruskal Wallis 検
定により検討した．食習慣別，学年別，男女別の栄養知
識得点の差について，一元配置分散分析を用いた．食習
慣と栄養知識との関連については，累積ロジスティック
回帰分析を行い，従属変数は栄養知識の得点とし，説明
変数は食習慣に関する項目，学年及び性別であった．そ

の結果に基づき，オッズ比と 95％信頼区間を求めた．
　統計計算には，統計解析ソフトウェアSPSS12.0J for 
Windows を用いた．
　

結　　果
　2004 年のアンケート調査の対象者の学年別，男女別
の内訳を表１に示した．対象者は，男児 457 名，女児
443 名，無回答１名，合計 901 名であった．回収できた
有効なアンケートは 900 件であり，回収率は 99.9％で
あった．
　
１．食習慣に関する項目：朝食の摂取，間食の摂取
　学年別，男女別にみた朝食の摂取を図 1に示した．朝
食では，有意な性差がみられなかった．朝食を「いつも
食べる」児童は全体の 76.3％を占め，「食べる方が多い」
児童と「食べる方が少ない」児童はそれぞれ 11.8％，
10.9％であり，「まったく食べない」児童は 1.0％であっ
た．すなわち，欠食する傾向があるものは 23.7％であっ

表１．アンケート調査の対象者の学年別，男女別の内訳

学年
Ａ　　校 Ｂ　　校 ２校（人）

男 女 無回答 合計 男 女 無回答 合計 男 女 合計

３年  53  58 0 111  51  51 0 102 104 109 213
４年  59  50 0 109  44  67 0 111 103 117 220
５年  53  58 0 111  62  51 1 114 115 109 224
６年  69  51 0 115  71  57 0 128 135 108 243
合計 229 217 0 446 228 226 1 455 457 443 900

図１．学年別，男女別にみた朝食の摂取（n=900 人）
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た．学年別では，有意な差を認めた（p=0.002）．すなわち，
学年が上がるにつれ，朝食を「いつも食べる」児童が減
る傾向がみられ，「食べる方が多い」，「食べる方が少ない」
及び「まったく食べない」児童は増加する傾向がみられ
た．
　学年別，男女別にみた間食の摂取を図２に示した．間
食の摂取では，性差を有意に認めた（p<0.001）．間食
を「ほとんど食べない」男児は 29.8％，女児は 18.5％
であった．しかし，男女とも，有意な学年差は認めなかっ
た．

２．栄養知識
　食習慣別，学年別，男女別にみた栄養知識得点を表２
に示した．朝食の摂取については，平均値の差がみられ
なかったが，摂取頻度の低下につれ，栄養知識の得点が
低くなる傾向がみられた．また，各学年において，３年
生，４年生，５年生，６年生の得点の平均値はそれぞれ
10.4 点，11.7 点，11.2 点，13.5 点であり，有意な差が
みられた（p<0.001）．栄養知識得点の最小値 0 点から
最大値 18 点までの範囲に含まれ，ばらつきが大きかっ
た．学年が上がるにつれ，得点の高い部分が全体に占め

図２．学年別，男女別にみた間食の摂取（n=900 人）

表２．食習慣別，学年別，男女別にみた栄養知識得点

人数
栄養知識得点

F値 p
平均値 ± 標準偏差

朝食の摂取  1.757 0.154
　いつも食べる 686 11.9 ± 4.1
　食べる方が多い 106 11.7 ± 3.9
　食べる方が少ない  98 11.2 ± 3.7
　まったく食べない   9 9.3 ± 4.5

間食の摂取  0.217 0.805
　ほとんど毎日食べる 225 11.9 ± 4.1
　時々 457 11.7 ± 3.9
　ほとんど食べない 218 11.8 ± 4.3

学年 26.917 <0.001
　３年生 213 10.4 ± 4.1
　４年生 220 11.7 ± 4.0
　５年生 224 11.2 ± 3.9
　６年生 243 13.5 ± 3.6

性別  0.024 0.887
　男 456 11.7 ± 4.3
　女 443 11.8 ± 3.8 　 　
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る割合が大きくなる一方，得点の低い割合が小さくなる
傾向がみられた．間食の摂取別及び男女別の平均値の差
は有意ではなかった．

３．食習慣，学年，性別と栄養知識との関連
　食習慣別，学年別，性別の栄養知識得点を表３に示し
た．食習慣に関する項目においては，朝食の摂取につい
て，朝食を「いつも食べる」児童は，「まったく食べな
い」児童より，栄養知識の得点が高くなる傾向がみられ
た（オッズ比=3.7）．また，「食べる方が少ない」児童
より，栄養知識の得点が高くなる傾向があった（オッズ
比=1.6）．すなわち，朝食を「いつも食べる」児童は，「まっ
たく食べない」児童より，栄養知識の得点が 1点高くな
るとオッズ比は 3.7 であり，「食べる方が少ない」児童
より，栄養知識の得点が 1 点高くなるとオッズ比は 1.6
であった．
　学年について，６年生は３年生より，栄養知識の得点
が高くなる傾向があった（オッズ比=0.21）．また，５
年生（オッズ比=0.71），４年生（オッズ比=0.52）の順に，
栄養知識の得点が３年生より高くなる傾向があった．間
食の摂取と性別の係数はいずれも有意ではなかった．

考　　察
１．朝食の摂取と栄養知識との関連
　「児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書」6）に
よると，毎日朝食を摂取する児童，あるいは，ほぼ毎日
摂取する児童を，朝食を食べる者と見なす場合，朝食を

食べない者の頻度は男児が 7.8％，女児が 7.5％である．
小学生を対象とする研究において，大阪府の二つの小学
校では，５年生の欠食者割合は男児が約 21.7％，女児
が約 29.8％であったと報告されている 5）．農村地域の 1
小学校に在籍する４年生から６年生における朝食の欠食
者割合は 18.3％であるという報告 11）があるが，他の農
村地域の１小学校における４年生から６年生では，平日
の欠食者割合がゼロ，休日が 2.3％という報告 16）もあ
る．本研究の調査結果において，食べる方が少ない児童，
あるいは，まったく食べない児童を欠食者と見なす場
合，欠食者の割合は11.9％であった．これらの研究から，
児童の欠食の割合は地域，性別，年齢により差があると
推察される．日本国内だけではなく，外国でも朝食の欠
食という食習慣の乱れが報告されている．1973 年から
1978 年の間，アメリカの 10 歳の子供において欠食者の
割合は８％から 30％までに上昇し，1981 年学校給食に
よる朝食の提供により，13％までに減少したという報
告 7）がある．また，1965 年から 1991 年まで，アメリ
カの 1 歳から 18 歳の者を対象者とする研究において，
年齢の増加により，欠食者の割合は上昇していったとい
う報告 8）もある．本研究の調査結果でも，高学年にな
るにつれ，朝食を欠食する傾向が多くなることがわかっ
た．また，本対象者においては，朝食の摂取に性差はみ
られなかった．これは，春木ら 5）の研究結果と一致し
ている．
　欠食すると，必要な栄養分が不足しがちになり，次の
食事でまとめ食いすることになりやすく，肥満になる原
因とも考えられる 9）．また，朝食によるエネルギー摂取
は，脳活動の活性化など生理学の面でも，一日の生活の
初めとして欠かせないものと考えられる．学校生活にお
ける大切な脳の働きは，朝食の欠食により影響され，欠
食者は摂取者より学業成績が劣ることが報告されてい
る 10）．これらの報告より，欠食することは児童の成長
や学業などに悪い影響を与えることが示唆された．さら
に，欠食により精神的にも影響があると報告されてい
る．欠食する児童は，大声を出したくなる傾向があると
いう報告 11）がある．また，朝食抜きの児童はきれやすく，
毎日朝食をとる児童に比べ，攻撃的行動の得点が高かっ
たという報告 5）もある．
　朝食を毎日摂取する習慣を形成するためには，栄養学
的知識，朝食の意義に対する積極的態度，生活リズムの
形成が欠かせないと結論づけられている 5）．また，報告
されている食生活教育プログラムの行動変容モデルにお
いて，栄養や食生活に関する知識は，朝食を毎日摂取す
るという行動を形成するための動機づけに関わりの深い
要因と位置づけられている 12）．食品に含まれている主
な栄養素及びその栄養素の働きに関する知識も，行動変
容モデルの動機づけに関わりの深い要因として位置づけ

表３．食習慣別，学年別，性別の栄養知識得点 （n=896 人）

オッズ比（95%  信頼区間）

朝食の摂取
　いつも食べる †
　食べる方が多い 1.4 （0.9 - 2.0 ）
　食べる方が少ない 1.6 （1.1 - 2.3 ） ＊

　まったく食べない 3.7 （1.1 -11.7 ） ＊

間食の摂取
　ほとんど毎日食べる 1.0 （0.7 - 1.4 ）
　時々 1.2 （0.9 - 1.5 ）
　ほとんど食べない †

学年
　３年生 †
　４年生 0.52（0.37- 0.74） ＊＊

　５年生 0.71（0.50- 1.00） ＊＊

　６年生 0.21（0.15- 0.29） ＊＊

性別
　男 1.0 （0.8 - 1.2 ）
　女 † 　

†：基準グループ
*p<0.05　**p<0.01　
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ることが可能であろう．
　本研究の調査結果により，朝食を欠食することは，栄
養知識得点と関連していることが示された．朝食を摂取
する頻度の高い児童は栄養知識得点が高く，一方，欠食
する児童の栄養知識得点が低いことが示された．欠食す
る児童は，食品に含まれる栄養素の働きの知識が不足
し，生活に欠かせない食事の重要さが十分認識できてい
ないことが示唆された．社会学において，習慣の特徴は
ある程度固定的ではあるが，学習しうるという意味で弾
力的であり，後天的に学習するものであると認識され
ている 17）．欠食する児童を対象に，栄養教育を通して，
規則正しい食習慣への行動変容が起こることが考えられ
る．すなわち，朝食を欠食する現状を改善するために，
栄養知識の教育が一つの解決方法として考えられる．

２．間食の摂取と栄養知識との関連
　間食の摂取について，性差がみられた．間食をほとん
ど毎日食べる及び時々食べる女児は男児よりやや多く，
ほとんど食べない女児は男児より少なかった．
　間食の摂取に関して，過去において発表されている研
究結果には矛盾がみられる．日本の公立小学校の３年生
から６年生 964 名の児童を対象として，食生活を調べ
た結果において，５年生と６年生との児童では肥満と
高頻度の高カロリー間食の摂取とは関連があるとする
報告 13）がある．また，体調不良な者は良好な者に比べ，
間食や夜食をする者の割合が有意に高いという報告 18）

もある．逆に，アメリカでの研究によると，９歳から
14 歳の児童（男児 6774 名，女児 8203 名）を対象とす
る研究では，毎日摂取する間食と肥満指数（Body Mass 
Index）の変化とは関連していないという報告 14）がある．
さらに，アメリカの 11 歳から 12 歳の男児 28 名，女児
39 名の児童を対象とした介入研究では，対象者は４週
間の間に週に３回低脂肪の間食を摂取し，介入終了後の
調査により，低脂肪の間食は栄養の質を高める役割があ
るという報告 15）もみられる．これらの研究結果の相違
は異なる地域での食習慣の違い，また，間食の内容，摂
取する回数などに起因すると考えられる．
　児童に必要なエネルギーと栄養素量を体重１kg 当た
りに換算すると，大人に比べ数倍多い．一方，児童の消
化機能は未熟なので，間食の摂取は必要である 19）．間
食の摂取が急増している今日 20）では，摂取の方法を指
導することが重要である．健康的な間食を選び，一日１
回あるいは２回の間食を通し，食事で不足するエネル
ギーや栄養素を補足することが推奨されている 19）．
　食行動の好ましい変化が観察された例として，大阪府
の三つのモデル市に在住する小学校４年生から６年生を
対象に，「おやつの選択」などの授業を実践した後，甘
い菓子類や清涼飲料水などの健康的でない間食を摂取す

る割合が減少し，間食の表示を見る児童がやや増加した
と報告されている 21）．量的なデータが示されていない
が，栄養知識の教育が含まれていることが確認できた．
児童に栄養知識を与えることは，望ましい食行動が選択
できる前提として必要であると考えられる．低・中・高
学年別で発達段階にそった間食の摂取の指導案が報告さ
れているが 22），今後の課題として，間食の内容，摂取
する時間帯などのより詳しい調査，指導案に基づいた栄
養教育の実施及び教育効果の評価が期待されている．
　児童における食習慣と栄養知識の関連についての分析
により，好ましい食習慣を持つ児童は，規則正しくない
食習慣を持つものより栄養知識得点が高い傾向が示さ
れ，食習慣と栄養知識は関連していることが明らかに
なった．

結　　論
　食習慣は児童の生活において，大切な位置を占めてい
る．朝食の摂取と栄養知識との関連について，朝食をい
つも食べる児童は，まったく食べない児童や食べる方が
少ない児童より，栄養知識得点が高い傾向が示された
（まったく食べない児童のオッズ比=3.7；食べる方が少
ない児童のオッズ比=1.6）．栄養知識の教育を通して，
食習慣を改善することが可能であることが示唆された．
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The correlation between dietary habits and the knowledge
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　　The present study aims to clarify the correlation between dietary habits and the knowledge of 
nutrition among elementary school children.  A questionnaire survey was carried out in 2004 and the 
subjects were 901 children including 458 males and 443 females, from the 3rd grade to the 6th grade 
at two elementary schools.  We used cumulative logistic regression analysis and calculated odds ratios 
with 95% confidence intervals.  The results showed that the scores of children who had regular dietary 
habits were higher than those of children who had irregular habits.  Furthermore, it was clarified 
through odds ratios that children who had breakfast everyday had higher scores on the knowledge of 
nutrition comparing with those who skipping breakfast.  We conclude the correlation exists between 
the habit of having breakfast and the knowledge of nutrition.  The dietary habits are an important part 
of the lifestyle among children.  It was suggested that the knowledge of nutrition could facilitate the 
improvement of the dietary habits.


